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Abstract 


In Nagasaki Prefecture, Hasami district had been regarded long as the main 
endemical focus of the disease. The affairs, however, have changed in the last 
twenty or thirty years, and it is presumable by this clinical and sero-epidemiological 
study that the disease has been distributed more densely in the coastal area of 
Isahaya Bay than in Hasami. | Among 66 cases that carry a history of fever, 
jaundice and the characteristic ophthalmological sequelae if not all, 16 (24.322) 
were found positive by agglutination-lysis tests using six leptospira type cultures 
at the serum dilution of 1: 80 or higher. They were divided as follows : 8 to 
L. hebdomadis, 5 to L. australis A, 2 to L. autumnalis, and one each to L. 
icterohaemorrhagiae and L. pyrogenes. On the other hand, there could be 
detected 15 (5.022) serological positive cases among 303 cases of both patients of 
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other diseases and healthy bodies. 
is, 7 L. hebdomadis, 3 L. autumnalis, 
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The type distribution in this group. that 
two each L. australis A and L. pyrogenes, 


and one L. icterohaemorrhagiae, was alike on the whole to that in the mentioned 


patient group with the anamnesis. 


with a close relationship in geographical distribution of L. 


On the basis of this resemblance, together 


hebdomadis-positive 


cases between the two groups, the author proposes an opinion that the positive 
Sero-reaction in the latter group is attributable to subclinical! infection due to 


any leptospira type at one time. 


緒 


長崎 県 下 の ウレ プ ト ス ピラ 病 と し て 最も 知ら れ て いる 
の は 東彼杵 部 小佐 見 地方 に お ける いわ ゆる 波佐見 熱 で , 
これ に つい て は 既に か ず か ず の 報告 が な きれ て いる か ゆ 
3211)12)13)14)20) 県 下 の そ の 他 の 地域 に ap 3 
LU NE A 吉田 6? の 全域 調査 と , 拘ら 15) の 特 
RT の 人 が ある が RR eH 
ら に 日 選 の 調査 の 結果 を も 加え て 概観 し た と こ 
ろ る に よる と @2, 少な く と も 昭和 27 年 の 時 点 で は , や は 


り 波佐見 地方 が 最多 の 発生 地 と いう こと に な っ て いる 。. 


ほか に , 原著 と し て は 発表 きれ て いな い が 青 木 3? に ょ よ 
る 簡単 な 調査 報告 が ある. これ は 昭和 21 年 に 当時 の 風 
土 病 研 究 所 病理 部 に よっ て , 離島 と 北松浦 孝 を 除く 県 
下 開 米 医 師 そ の 他 に 対し て 問合せ と 一 部 の 実地 調査 に 
よ っ て 行なわ れ た も の で , 戦争 中 か らら その頃 に か け て 
北 高 来 孝 小長井 地区 と 西彼杵 痢 内 海 方 面 に 若 士 の 発生 
jeep 

長崎 県 と 佐賀 県 こと に その 境界 地区 は 地勢 と し て 特 
Ng E 
代 か ら の 本 病 へ の 留意 に 呼応 する よう に , 佐賀 県 で も 
cp ecc ddl ian 
上 記 青 木 ら の 調査 は 当 教 室 の H 還 中 172 に よる 佐賀 
に お ける 系 統 的 な 半角 研 究 に まで 玩 展 し , MINES. 
吉田 の 調査 に 加え て 昭和 27 年 頃 ま で の 両 県 下 に お ける 
本 病 の 分 布 は か な り 胃 上 須 に 知ら れ て いる . 

その 人 後 は 長崎 県 下 に お ける 本 病 の 分 布 調査 は 中 絶 し , 
昭和 35 年 に 至る まで は 風土 病人 研究 所 了 臨床 部 お よび 横田 
| 内科 に よっ て 近隣 地方 222233 や 動物 の 保菌 212242 に つ 
NC NER HA E CD M 
別 な 見 方 か ら す る と , 波佐見 地方 を も 含め 長崎 県 下 
に 本 病 と 思わ れる も の の 発生 が 少な か っ た と 考え て よ 
いと 思 

— 内 藤 両 教 接 以 来 , 波佐見 熱 そ の 他 
レプ トス ピラ 病 に es PAVO O£fTgb4c0 


uli 


x eA DH れ ま た 中 絶 し , レプ 
ビラ 自体 に こ 関 する 若干 の 研究 が これ に 代 っ て いた 。 し 
OO 
長崎 市 内 で 発生 102182, その 検査 が 依頼 され た こと か 
ら 再 び 本 病 に 関心 が 高まっ て いた と ころ , 40 年 12 月 北 
高 来 都 町 立 高 来 病院 か ら 相 つい で 2 件 の 検査 依頼 が あ 
0, 血清 反応 で 1 例 は Weil 氏 病 , 1 例 は L. australis 
A 感 染 と の 判定 を 得 た . そし て 以上 4 例 の 感染 源 と し 
て すべ て 汚水 が 考慮 され る こと , お よび 4 例 の 病原 体 
AJAS L. icterohaemorrhagiae 3 例 と  L. australis 
A と いう , 渡 佐 見 熱 以 来 の 経験 と し て は 疫学 的 に も 病 
原 的 に も 異色 を も つも の で あっ た こと も あっ て ., 教室 
と し て その 基 レ ブフ ト スピ ラ 関 係 の 研究 に 従事 し つつ あ 
ob ORAJ., JARE, 佐賀 両 県 下 の 特定 地区 
お よび 偽 岡 県 田川 市 を 中 心 と する 一帯 の 血清 反応 と 実 
地 調査 に よる レブ トス ピラ 病 の 実態 調査 を 行ない , 成 
績 を 青木 以下 者 者 (馬場 ) を 合 む 7 名 の 連名 で 既に 発 
表し た 32。 こ の 調査 に 際 し て 著者 が 担当 実施 し た の は 
上 記 町 立 高 来 病 院 の 2 検体 を 含む , 主として 昭和 41 年 
1 月 か ら 2 月 上 旬 に か け て 健康 保険 諫早 病院 外来 お よ 
び 入 院 思 苦 よ り 得 た 93 検 体 で あっ た 。 し か し て この 共 
同 研 究 の 結果 と し て , か っ て の 本 病 多 発 地 波佐見 地方 
と , その 当時 2 名 の 加 者 が 相 つ いで 発生 し た 北 高 来 郡 
韻 来 町 附近 の 現況 が 明らか に され た が , 著者 が 担当 し 
た 後者 で , 諫早 市 を 中 心 と し て 上 記 高 来 町 の 2 例 以 外 
(に こ 5 例 の mes 作者 を 検出 し た こと は , 従来 ほ と 
ん と 報告 を みな いこ の 地区 に か な り の 発生 が あっ た こ 
と , また 現に ある の で は な いか を 思わ せ た 。 

著者 は 昭和 42 年 9 月 か ら 43 年 3 Hizz8 A fit]ds DI 
て 諫早 市 を 中 心 に 中 者 を 探索 し , 近隣 の 医師 に も 依頼 
し て 疑わ し い 症 例 に つい て 欠 察 を 加え , 新た に 27644. 
前 回 の 分 を も 加え る と 369 名 に つい て の 血清 反応 を 人 行 
な っ た の で , その 所 見 と , 反応 陽性 者 に つい て 問診 そ 
の 他 に より 調査 し た 結果 に つい て 報告 する 、 
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諫早 市 は 和 島原 半島 の 頸 部 に 在り , 国鉄 長崎 本 線 , 大 
村 線 と 島原 鉄道 の 分 岐 点 を な す 旧 諫早 市 を 中 心 に , db 
は 多良 山塊 か ら 南 は 千 々 石 薄 ま で 約 20 粧 , 東西 は 大 村 
溢 の 最も 奥 部 か ら 有 明海 まで 約 10 料 と いう 市 町 村 合 拓 
以前 か ら 広 い 範 囲 を 占め て いる . 北部 や 境界 部 を 除く 
と , 長 時 県 下 と し て は 比較 的 広い 平坦 農地 で あっ て , 
諫早 駅 近く に 在 る 健康 保険 諫早 病院 を 訪れ る 中 者 は , 
この 農地 一 帯 と , 交通 の 便 か ら 北 高 来 郡 高 来 , 小長井 , 
南高来 郡 森 山 , 愛野 , 吾妻 な どの 町 村 か ら が 多い . 

昭和 41 年 1 月 か ら 2 月 10 日 に 至る 問 お よび 42 年 H 
か ら 43 月 3 月 に 至る 間 , 本 院外 来 お よび 入院 患者 で 不 
明 熱 , 黄 哲 の 自覚 , 眼 症状 , 筋肉 痛 そ の 他 何ら か レプ 
トス ピラ 病 を 思わ し め る も の が あっ た 場合 , 現 症 既往 
症 を 問わ ず 採 血 し , 特に 現在 その 状態 に ある も の で は 
一 部 で は ある が 培養 に よる レプ トス ピラ の 検出 を 試み 
た . た だ し この 塔 養 で は 陽性 の 結果 を 得 た も の が 全く 
な か っ た の で , 以下 は 血清 反応 に よる 本 症 の 間接 診断 
で 終始 し た . これ ら 以 外 に 市 内 の 開業 医師 に 特に 本 症 
に 対す る 留意 を 依頼 し , 上 記 に 該当 する 症例 が あっ た 
場合 は 出向 いて 問診 や 採血 を 行ない , 止む な を 得 な い 場 
合 は 血清 の 送 附 を を うら た. また 一 部 で は ある が 他 の 検 
査 目 的 で 本 院 に 送ら れ た 血清 に つい て 実施 し た も の も 
あり , この 場合 の 陽性 者 や 外来 患者 中 の 血清 反応 陽性 
者 で 既に 通院 し な く な っ た 場合 に は 出向 いて 問診 を 行 
な っ た 。 さら に 昭和 44 年 4 月 に は , 追加 と し て 本 院内 


成 


血清 を 採取 し 反応 を 実施 し た も の は , 上 述 の よう に 
375 件 で ある が , うち 6 件 は 同一 人 の 2 回 採血 で ある 
の で 対象 人 体 は 369 名 で あっ た . この 369 名 の 成績 を 
(1) レ プ ト ス ピラ 病 (以下 レ 病 ) を 思わ し め る 症状 Ol 
Wü. 筋肉 痛 そ の 他 の 熱 症 状 , 眼球 結膜 充血 や 後遺 定 と 
L'cosehE, 他 覚 的 所 見 と し て の 肝 腫 大 , 同 圧痛 , 
RAR, EEE) UH LUEERUSESDUGSOf E P Xeon 
し た も の , (② 上 記 症 状 を 有する が 血清 反応 陰性 , (3 上 
記 症 状 た く ( 他 病 お よび 不明 を 含む ) 血清 反応 陽性 , 
お よび (4) 全く 無 所 見 に 分 け て 以下 説明 する 。 な お 
L. bataviae, L. javanica. L. grippotyphosa に 
対し て は 反応 を 呈す る も の 1 例 も な く , この 3 抗原 に 
関す る 記述 は 省略 する 。 

有 症 , 血清 反応 陽性 群 : 患者 16 名 に 関す る 要 目 は 以 
下 に 記述 し , 血清 反応 の 成績 と , 症状 を 呈し た 時 か ら 


R と 方 x 


科 の カル テ を 調査 し て 昭和 37 年 と 38 年 に レプ トス ピラ 
病 の 診断 で 入院 し た も の 各 1 名 , 前 回 の 検査 で 陽性 反 
応 を 認め た も の の うち 6 名 , 疑わ し い 症 状 を 有 し て い 
た も の 2 名 お よび その 他 2 名 に つい て 再 調査 し , 血清 
反応 を 実施 し た . 

採取 血清 は 昭和 41 年 93 件 , 42 年 270 件 , 上 記 44 年 
の 追加 12 件 , 計 375 件 で あっ た . 

血清 反応 は 通常 Schuffner-Mochter 反応 と 称 さ れ 
る 灘 集落 菌 反応 に よ っ た が , 昭和 41 年 に 実施 し た L. 
batayiae, L javanica, L. grippotyphosa の 反応 
は Gaiton ら 5) の 徴 量 法 に よ っ た . 

血清 稀釈 は 20 倍 か ら 倍 数 的 に 第 7 管 (1280 倍 ) まで 
行ない , 第 8 管 を 血清 を 鈴 ぐ 対照 管 と し た . これ ら に 
抗原 を 等 量 に 加え た の で 第 1 管 は 40 倍 , 最終 管 は 2560 
倍 と な り , 80 倍 お よび それ 以上 で 陽性 反応 を 量 し た 場 
合 を 一 応 血 清 反 応 腸 性 と し た ・ 

使用 し た Leptospira 株 は 次 の 9 種 で .。 いずれ も 
Korthof 培地 に 7 一 10 日 間 培 養 し 1 視野 当り 菌 体 150 
ー200 の も の を 抗原 と し た . L. icterohaemorrhagiae 
(三河 島 株 ), L. autumnalis, L. hebdomadis, L. 
australis A, L. pyrogenes, お よび L. canicola 
(Utrecht 株), 以上 は 数 室 保存 株 。 
(van Tienen 株 ), L. javanica (YN-2 f£), お よび 
L. grippotyphosa (YR-5 f&), この 3 株 は 昭和 41 年 
1 月 に 予 研 北 岡 研究 室 か ら 分 与 を 受け た も の で ある 。 


L. bataviae 


績 


採 箇 まで の 経過 年 月 数 を 表 1 に 示す . 

第 1 か ら 第 4 例 ま で は 既に 青木 以下 の 論文 わ わ で 報告 
し た も の で ある が , 簡単 に 再 記 する . 

第 1 例 、51 才 , B, 農業 . 諫早 市 街 地 に 近い 新 道 通 . 
昭和 35 年 7 月 項 熱 病 に か か っ た こと が ある と いう . H 
在 は 畳 潰瘍. 

第 2 例 . 30 才 , E, 土木 業 . 北 高 来 都 高 来 町 湯江 . 
40 年 12 月 下水 工事 に 従事 後に 発熱 と 筋 痛 で 発病 , 町 立 
高 来 病院 で レ 病 と 診断 され た . 

第 34. A4, dc. 農業 . 南高来 郡 吾 妻 町 .35 年 9 
月 に 筋 痛 を 伴う ぅ 熱病, RETA EK. 

第 4 例 .54 才 , 53, 農業 . 北 高 来 郡 小長井 村 . 39 年 
6 月 自宅 附近 の 溝 清掃 後発 熱 , 黄斑 あり , LEIME 
菌 混入 の た め 成 功 し な か っ た が , レ の 存在 は 確認 し 得 
Tea 


長崎 県 諫早 地区 に お ける 
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表 1 レ 症 を 思わ せる 症状 や 既往 症 を 有する も の の 血清 反 応 


症例 番号 L. ict. h. L. autum. L. hebd. L. aust. L. pyr. L. can. 経過 年 月 
1 ー ー 640 ー ー ー 8.7 
2 = — - 320 ー ー 1・3 
3 | ー ー ー 80 ー ー 5-5 
4 640 ー ー ー 160 | 17 
5 | ー 640 ー = = ー 17・7 
6 ー 80 ー ー ー ー 26・0 
7 ー = 640 B ー i 19-8 
8 | ー ー 640 - ー - 2-0 
9 | ー x 640 = ー ー 0・4 
10 ー = 160 = ー ー 0・9 
11 = E 160 ー ー ー 19・0 
12 ー E 160 -= > is | 22:0 
13 ー ー ー 160 ー ー | 240 
14 ー ー ー 80 i ー 20・0 
15 ー i 1280 80 320 320 5-9 
16 ー 160 ー = 1280 ー 6・9 


第 5 例 . Sl, B, 土木 事務 所 職員 。 諫早 市 厚生 町 . 


28 年 夏 発 熱 , 黄 六 を 来 し た が 40 昌 ぐら いで 下 熱 し た と 
v5. 血清 反応 陽性 の た め 特 に 問診 し た , 現在 は 慢性 
胃腸 炎 と 緑内障 . 

"614. 48.Y, w, EE. 諫早 市 大 渡 野 。 MER M 
で 通院 。 BETH 5 2i SUGESE Cd 5g L 
た と ころ , 17 年 夏 Q24oUD 熱病 に か か っ た こと が 
ある と いう 

8714. 3534, 男 , 農業 . 諫早 市 正 尾 町 . HER as 
Rz. 血清 反応 強 陽性 . 23 年 7 月 O4 p) 原因 不明 の 熱 
病 に か か っ た と いう . 

第 8 例 . 40.y, 9j, RE. 南高来 孝 瑞 穂 村 . 41 年 4 
HER E REANO BUE dE RV. 現在 心 弁 膜 症 あ 
り 

$911. 42-p, d, 主婦 . 諫早 市 西 小路 町 . 42 年 12 
H Sue 8X, A 
入院 治療 し た が 1 ヵ月 後 死 

第 10 例 。、49, 女 , BR. Q7 "Tl. 
Hu A IRAE. HERK. 

PLH. F, w, 農業 . 北 高 来 孝 森 山村 田尻 2 
m Se CY s 
5 HERRE. nt RL AG 

第 12 例 . 65 才 , 女 , 農業 . 北 高 来 都 高 来 町 深海 . 2 
i RN NE 
後 か な り 長 く 飛 則 症 が あっ た . 

第 13 例 。 45.y, 975. 農業 。 南高来 部 吾妻 町 。19 年 


(210) 4 日 ほど 続く 高度 の 不明 熱 が あっ た . BUE 
bip. 

第 14 例 39 オ , 女 , 農業 , 北 高 来 部 高 来 町 小江 。 23 
年 C192). ŽAL. RARO D Oph. 
£180. KOP E RREN vods è ir S XURRER 
e 療 さ れ た も の で ある . F, $, 
Bue. 諫早 市 破 管 井町 。38 年 7 月 上 腹痛 , 全身 に 痛み , 
lc UE dh CAE 血 沈 元 進 , SREXER. 
肝 触 知 圧痛 あり , 好 中 妹 増 加 . 肝 機能 換 柱 で は 膨 質 反 
応 陽 性 , アル カリ ホス ファ ター ゼ 4.5 単 位 アク ローマ 
イン ン で 治療 。 入院 3 週間 。 

lef. 46. y, B, 農業 。、 諫 早 市 久山 町 。37 年 7 月 

, 発熱 , 頭痛 で 発病 , 5 日 目 か ら 下 熱し た が 頭痛 

EO pU DU E. 
白血球 特に 好 中 隷 増加 , 残余 窒素 , 原 窒素 増量 , アル 
カリ ホス ファ ター 5.7 単 位 , 懇 質 反応 は 正常 . 治療 
に は ペニシリン を 使用 し た 。 

ほか (に, 今回 の 血清 検査 に は 供し そえ な か っ た が , 本 
be HEAD ME EO Aeg do. 

30, B, RÆ. ip be LLLI. 

臨床 診断 . ワ イル 氏 病 。 入院 36 年 9 月 23 日 一 10 月 17 
H, 9 月 5 日 か ら 9 日 まで 土管 工事 の た め 泥 水中 で 作 
3c. 17 日 熱 感 , 頭痛 , Arx. 21H 9E, 発熱 , dq 
5k, Weénp. 胸痛 , MA. 230 ERZ, 当 院 へ 紹介 入 
b. 結膜 充血 閉 明 , RARER, 租 調 に 小 出 血 点 , 
TF. fin. Hom. 血 沈 元 進 . REAR AMEk 
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Tum lROBERT2922, クロ ロマ イセ チン , スト レプ ト 
マイ ン ン , ペニシリン に より 治療 

以上 , 了 臨床 観察 だ け の 1 例 を 加え た 17 例 中 , 患者 の 
症状 , 他 営 所 見 , 検査 成績 な ど を 終 合 し て 確実 に vd» 
と 信 ぜ られ る も の は , 第 2, 4 , 15, 16 お よび 最後 
の 臨床 決定 の 5 例 に 過ぎ な い 。 これ ら は , 最後 の 例 を 
除い て , 血清 反応 が 以上 の 順に L. australis A (D 
下 お よび 附 表 で は L. aust. と 略す ) 320 倍 , L. 
icterohaemorrhagiae (L. ict. h.) 640 倍 , L. 
hebdomadis (L. hebd.) 1280 倍 , L. pyrogenes (L. 
pyr.) 1280 倍 と 高い 終 未 価 を 示し , WERE USA] ヵ年 
以内 で ある こと と 共に , この 剖 断 を 支持 する 次 に 第 
3, 第 12 例 は , 発熱 に 筋 痛 , 特に 後者 で は 飛 敗 症 を も 
加味 し , 同じ く こ の 部 類 に 入る も の と 考え られ , その 
他 の 症例 は 一 応 「 有 症 」 と し て ここ に 一 括 し た が , BÉ 
床 的 に は 発熱 , 息 白 尿 , 肝 触 知 な ど あ る い は その 一 , 


二 を 示す の み で 甚だ 不 確 実 な 根拠 を 有する に 過ぎ な い . 


表 1 に よっ て 血清 反応 の 成績 を みる と , L. hebd. 
感染 と 判断 され る も の は 8 例 で 最も 多く , L. aust, 
5 例 , L. autumnalis (L. autum.) 21, L. ict. 
h., L. pyr. 各 1 例 と な り , 比較 的 限定 され た 地域 
に 各種 の レ 病 が 存在 する こと を 知っ た . これ ら は 2 種 
以上 の レ に 反応 が あっ た 場合 , 最高 価 を 示す も の で 剖 
定 し た も の で , 84,18, 16 例 の よう ら に その 他 の レ に 
も 反応 を 示す も の が あり , L. canicola(L. can.) の 
反応 は 2 例 と も 比較 的 に 低く , この レ に よる 単独 感染 


は まず 存在 し な いと 考え る . 

感染 後 の 経過 年 月 に よっ て , 2 年 以内 , 大 体 6 年 以 
内 , 17 年 以上 の も の に 大 別 す る と , 2 年 以内 の 5 例 中 
3 例 ま で は 640 倍 , ほか は 320 倍 と 160 倍 , 6 年 以内 
の 4 例 は 1280 倍 2 例 と 640 倍 と 80 倍 各 1 例 , 17 年 以 
上 の も の は 7 例 で , 640 倍 2 例 , 160 3 (Aj, 80 僅 2 例 
と な り , その 差異 は あま り 著 明 で な い . た だ し 第 11 例 
は 19 年 前 と 最近 の 2 回 発病 し て お り , その いずれ を レ 
感染 と 推定 する か は 定か で な い 、. 

有 症 , 血清 反応 陰性 群 : 一 応 こ の 群 に 属 せ し め た の 
は 50 例 で ある が , 有 症 と いっ て も それ で し レ し 症 を 推定 す 
る 根拠 は 前 群 より 薄弱 で ある . 前 群 で は 本 症 と し て の 
主 徴候 と 所 見 が 大 体 揃っ た も の が 少な く と も 4 例 あっ 
た が , この よう な も の は 本 群 に は 全く な く , 発 熱 , 黄 癒 
お よび 眼 後 遣 定 を 本 病 の 三 主 徴候 と 考え る と き , この 
三 者 が 揃う も の は 1 例 も な か っ た 。 EAA l EBORE 
た ゃ も の 僅か 4 例 , 発熱 と 眼 症状 1 例 , 残る 48 例 の 過半 
(28 例 ) は 黄 注 の み を 訴え , 9 例 は 発熱 の み , 8 例 は 
眼 症状 ( 目 が か すん だ 6 例 , RKE 20D ETTE 
た . 要する に 本 群 の 対象 は 前 群 で いえ ば その 第 1, 6, 
7, 13, 14 例 の 程度 の も の ば か り で あり , 筋 痛 を 訴え 
た も の が 全く な か っ た 点 が 留意 され る 。 大 住地 別 で は 
諫早 市 が 最も 多く 26 例 , 飯盛 町 と 小長井 町 の 各 4 例 , 
瑞穂 町 と 高 来 町 の 各 3 例 が これ に 次 ぎ , その 他 は 諫早 
市 周辺 の 各 町 村 に 分 散 , 職業 は 農業 が 約 半数 を 占め , 
その 他 は 各種 に わた る が , 土木 関係 や 汚水 に 接触 する 


表 2 レ 征 を 思わ せる 症状 や 既往症 が な く 血 清 反 応 陽 性 


症例 番号 | 年 令 性 | 職 業 fe 所 現 況 | 血清 反応 
124 | a 男 | 農 業 | 諫早 市 目 代 町 健 康 | L. hebd. 640 
125 41 女 | 同 同 赤崎 町 高 血 Æ 症 L.hebd. 320 
126 50 53 | 同 | 同 AERE ia Hé | L. aust. 80 
127 64 | 男 | 同 北 高 来 郡 小長井 町 牧 S HP ^ L.autum. 160 
128 56 女 同 諫早 市 川床 町 Es dü FE BE, "E 4€  L.autum.160 
129 | 74 5j 同 At rs BSEC RT f 血 , 胃 2€ |L. hebd. 640 
330 | 60 | 8 | W | 諫早 市 正 尾 町 E: 康 | L. hebd. 640 
131 66 | 4 | RRK JARKA KEM ARAMAM, 胃炎 | L. hebd. 320 
132 49 | 男 | 農 X | 同 小江 E. 4-— fü JS |L. hebd. 160 
133 60 | 5 」 同 | 諫早 市 小野 島町 Hoo 演 瘍 | 上.hebd. 80 
134 49 女 | m 北 高 来 都 高 来 町 湯江 気管 X Un M | L. aust. 80 
135 39 女 XX — BD | 南高来 客 国 見 町 神代 心臓 神 経 $E | L. pyr. 160 
136 | 70 | 男 | 農 X | 同 吾妻 町 阿 母 崎 fit : 核 L.pyr. 80 
137 | 35 女 同 Npe P3350 fE Hi | L. ict. h. 80 
138 55 女 同 _ 同 血 清 DT o 46 | L.autum. 160 


| 
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機会 が 多い 職種 は 帳 ず か ら 選 択 の 範囲 に 入っ た , 発病 
の 時 期 を 述べ た 40 例 を 内 訳す れ ば , 2 年 以内 19 例 , 
7 年 以内 6 例 , それ 以上 の も の 15 例 で あっ た 。, 

レ に 対す る 血清 反応 は 供 試 の 9 株 に 対し て すべ て 80 
倍 で 陰性 で あっ た .。 


他 疾患 , 健康 , 血清 反応 陰性 群 © OREKO 
対象 は 主として 諫早 病院 外来 ある い は 入院 忠 者 , 健康 
診断 希望 者 , 血清 提供 の 特 志 健康 人 合せ て 303 名 で あ 
っ た 。 大体 任意 抽出 を 原則 と し た が , 第 1 群 で の 経験 
か ら 肝 の 触 知 と 圧痛 は いわ ゆる し レ 病 三 主 徴 に 次 ぐ 対 象 
選択 上 の 意義 が ある と 考え ん た の で , 肝 疾 忠 の 既往 症 と 
と ぉ も に これ を つの 尺度 に と っ た 。 この 群 に 入る も の 
は 57 名 で , 一 訪 第 2 群 と 同じ 程度 の 問診 を 行なっ た . 

この 57 名 お よび その 他 の 231 名 の 血清 反応 は すべ て 陰 
性 で あ っ た . 


他 疾患 , 健康 , 血清 反応 陽性 群 : 303 名 の うち 他 疾 
思 と 診断 され た も の 11 名 , 健康 者 4 名 が いずれ か - 種 
の レ に 80 倍 以上 の 血清 反応 を 呈し た . その 要 目 と 成績 
を 示し た も の は 表 2 で ある . 


病原 体 別 で は L. hebd. に 対し 陽性 の も の が 最も 
多く , 7 例 (640 税 3 例 , 320 倍 2 例 , 160 倍 と 80 倍 各 


考 


本 人 研究 の 結果 を 最も 端的 に 表現 すれ ば , レ 病 を 思わ 

せる 何ら か の 症状 を 有する も の 66 名 中 血清 反応 陽性 者 
16 名 (24.8325), 他 疾 中 か 無 症 状 の も の 303 名 中 15 名 
(80 の) と た な る 6。 A e 
病院 内 科 医 長 で レ 病 に 多年 の 経験 を 持た れる 吉 出 静 磨 
Rios a0 P q5/ LR BUM は 第 
2, 4, 15, 16 の 4 例 と , ほか に 了 臨床 決定 が 1 例 (30 
M, B, 農業 , RUED が ある に すぎ な い . 従っ て 上 
記 の 成績 すべ て を 本 病 分 布 の 資料 と し て 生か す に は , 
レ 病 の 血清 反応 が 果して 字 思 後 20 年 以上 (最長 26 年 , 
第 6 例 ) も 残る や 存 や を 王 体 に , これ に 関係 する 問題 
を 先ず 論じ し る 要 が ある . 

レ 病 抗体 価 の 程度 と その 存続 期間 に 関し て , 塩沢 
deia, 井上 ( 欄 軸 92 による) は 上. ict. h. 感染 38 例 の 
観察 の 結果 と し て , 1 年 か ら 10 年 後に か な り 減 少し 軽 
SR 症例 の 3 分 の 1 で は 証明 が で き な い 

, 当 教 室 関係 の 上 中 2 も 1 年 か ら 3 年 まで の 間 
で の 消失 を 認め て いる . この 問題 に つい て 特異 な 意見 
を 述べ た の は 山本 で 18)。 氏 は 納 貞 後 眼 症状 を 呈し た 


118D, L. autum. に 対し て 3 例 (すべ て 1860f8), 
IE も aust SL PVK RS 上 ee 1 で 
ある が . 後 の 5 例 が 1 例 を 除い て 80 倍 と いう 最低 価 で 
あっ た こと と , 15 例 中 13 例 まで が 諫早 市 と 北 高 来 者 に 


限ら れ て いる こと が 補間 され る 。 


血清 反応 の 再度 実施 : 極め て 部 に 過ぎ な いか が か, fl 
消 反 応 陽 作例 合せ て 31 名 中 の 6 名 に つい て 再度 採血 し , 
同様 な 反応 を 行 な っ た . 885. 175857 2 HB PER 
T, 43 年 3 月 の 採血 の 結果 が L. autum. 640 倍 で あ 
っ た 例 。44 年 4 月 の 再 検 で 同 レ に 対し て 320 倍 で あっ 
た 第 7 例 〈( 約 20 年 前 の 不明 熱 ), 第 8 例 (2 年 前 の 
EEE 共に 上 記 と 同じ 1 年 1 ヵ月 後 の 検査 で L. 
hebd. 640 倍 が 1280 倍 に な っ て いた , 第 11 例 と 第 13 例 , 
共に 20 年 前 後 の 既 社歴 で L. hebd. 160, L. aust. 
160 倍 で あっ た が , 前 者 320 倍 と な り 後 者 は 不変 , 表 2 
の 第 136 例 , 現に 肺結核 の も の 再 検 に よっ て や は り L 
pyr. 80 和 谷 で あっ た . これ ら の ほか 同一 サン プル 血清 
を 保存 後 抗原 世代 の 異 る も の で 再 検 し た 例 は 多数 あり , 
2E Nn d Nd Ca MR 
に 過ぎ な い の で , d BUG Os RARE HIE 


思 者 で は 凝集 価 が 著しく 高く , 最高 の 持続 期間 も 長く 
DECS. 10 年 で 320 倍 の 例 も あっ た ん とし, そめ の 
理由 を し 病 性 眼 炎 人 衝 の 存在 に 帰し た . 同様 な 所 見 は 央 
症状 を 指標 と し て 既往 思 者 を 探索 し た 波多 野 ら の 報 
EDT hbn. ARRAL. ict. h. RROD 
場合 比較 的 早期 の 消失 を みて いる が ., 5 年 を 経た 患者 
3 名 中 2 名 が な お 1000 倍 の 凝集 価 を 示し て いた こと を 
述べ た 。 こ の ほか Alston and Broom の 著書 2 に は 20 
年 以上 に 攻 ぶ 北 集 価 の 残存 を みた 交 了 献 が 引用 され , こ 
れ ら の 場合 それ が いずれ る も 100 倍 , 300 倍 程度 の 低 価 で 
あっ た と いう ., 

著者 の 場合 ( 表 1), 16 例 中 7 例 ま で が 20 年 近く あ 
る い は その 以上 の 経過 年 数 に ある が , その ENG 
640f& 2 例 , 160 倍 319], 80 倍 2 例 で あっ た . これ ら の 
症例 は 「 有 症 」 群 に は 入れ られ て いる が , 年 月 を 絆 た 
後 の 不 確実 の 供 玉 に よる も の で , 次 に 問題 と する 不 顕 
EE Zio ilie ds oT. 

- こ で と 病 に 再 感 染 が 起り 得る か が つの 問題 と し 


pen Lus or 


て 派生 する が この 点 に 関し て は , レ の 種類 が 異 る と 
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き は 成立 し 8), 同種 の 感染 も 初回 時 の 免疫 獲得 が 何 か 
の 理由 で 不 充分 で ある と き 超 り 得 る 172192 と いう の が か 
現時 の 見 解 と いえ よう . この 異種 の 場合 の 成立 を 認め 
る な ら ば , 著者 の 場合 2 種 以 上 の レ に 党 集 反応 の 発現 
を みた 例 , 第 4 , 15, 16 の 各 例 で は 再 感 染 が あっ た の 
で は な いか と の 想像 も 生れ る . た だ 第 4 例 で は L. 
ict. h. を 主 反 応 と し L. can. を 類 属 反 応 と する 見 
方 が 両 種 レ の 抗原 関係 CAlston and Broom 0:825 の 
附 表 ) か ら 可 能 で あり , 9815, 16 例 だ け 残 る が , この 
両者 は 「 有 症 」 群 で 典 患 後 比較 的 年 数 が 波 く , 観察 も 
問診 も 充分 に 行なわ れ , 一 方 主 反応 と 思わ れる 血清 反 
応 も それ ぞ れ L. hebd. と L. pyr. に 対し 1280 倍 
と いう 本 調査 に お ける 最高 価 を 示し て いる の で , 上 記 
以外 の レ に 対す る 反応 は 一 応 類 属 反応 と み ら れ る . 要 
する に 「 有 症 ! 群 16 例 は すべ て 単独 の レ に よる 感染 と 
推定 され , し レ 病 の 病原 体 別 と その 地理 的 分 布 を 知る 資 
料 と し て は 充分 意義 が ある と 信じ て いる 。 

本 項 の 最初 に 記し た よう に 「[ 有 症 」 群 66 例 中 血清 反 
応 陽 性 は 16 例 (24.3%), それ 以外 の も の (REIF) 
303 例 中 陽性 15 例 (522) "C, この 二 つ の 百分率 間 に 
は カイ 自 乗 テ スト に よっ て 充分 有意 の 差 が あっ だ ただ. す 
kbb AJE] 群 に 血清 反応 陽性 者 が 多い こと は 確 言 
で きる が , TAE] 群 に 5 の 血清 反応 陽性 者 が あっ 
た こと も ゃ 本 研究 の 一 つの 所 見 で あり , 考え 方 に よ っ て 
は この 方 が 寧ろ 疫学 上 の 重要 な 考察 点 に な る と も いえ を 
s 

「 無 症 」 群 に は 既往 に お ける 肝 疾 患 の 供述 を し た 者 
と 肝 触 知 の 者 合せ て 57 例 が あっ た が , 血清 反応 陽性 者 
は この 中 に は な く , その 他 の 246 例 中 に 18 例 見 出さ れ 


X 3 HE, 無 症 群 の 成績 比較 


へ 


v の 種類 FIE E 無 症 , 陽性 
L. ict. h. l 1 
L. autum 2 3 
L. hebd. 8 7 
L. aust. 4 
L. pyr. 1 2 
s 16 15 


た 。 抗体 価 は | 有 症 」 群 より 一 般 に 低い 一 面 , な お 
640 倍 3 fij, 320 倍 2 例 と 充分 な その 価 を 示す も の が あ 

っ た 。 こ れ ら 「 無 症 」 群 血清 反応 陽性 者 を 過去 に お け 
Zvdgdqpn o wBC TP 5 97-63 5 RI) 
な 根拠 は な い が , 次 の よう な 考え 方 を 進め る と , これ 
ら を 不 顕 性 感染 例 と みる より 外 は な い 、. 

本 調査 で レ 病 症状 の 有無 に よる 被 検 者 数 間 に は 66 名 
に 対す る 303 名 と いう 大 差 は あっ た が , 血清 反応 陽性 
者 は 偶然 に も 「 有 症 ! FE 16 名 , 無間 」 群 1 名 と 大 体 
同数 で あっ た . し か し て 血清 反応 で 推定 され る 病原 価 
の 種別 は 表 3 の よう に L. hebd. が 最多 で その 他 の 出 
現 ふ 大 体 一 致 , 更に 抗体 価 と し て みて も ゃ も , L. hebd. 
に 対す る CBE) 群 の それ は 8 例 中 5 例 ま で e40f bl 
E [ 無 症 | 群 7 例 で は , 既 述 の 充分 な 価 を 志す も の , 
640 倍 3 例 と 320 倍 2 例 が すべ て この L. hebd. に 対 
する ふも の で あっ た 。 要する に 両 群 で の 病原 体 さ ター ン 
は 質 的 に も 量 的 に も よく 一 致す る . この 事実 は , この 
地方 の レ 病 が し . hebd. 感染 を 主体 に し て いる こと を 
示す と 共に , この 感染 者 で あっ て 「 有 症 ] の も の の 周 


X 4 家畜 の レプ トス ピラ 抗体 保有 
(吉田 ・ 西 田 ・ 出 根 ) 


地 区 検査 | 陽 性 | L. ict. h. L. autum. L. hebd. | L. aust. L. pyr. 
X 村 市 3 0 
ig 彼 杵 都 6 0 
E i 市 67 0 | 
西 (dE Pp 郡 167 8 豚 2 1 Ee 和牛 1 [48s 
ER HB 市 39 3 豚 1 AM 豚 1 
ib mox m8 30 1 | Eu | 
南 a cK 郡 24 1 和牛 1 [ 
E. Jp. o uW l 0 | 
その 他 ・ 不 明 95 10 | 豚 2 山羊 1| 豚 2 細 羊 1| 邊 3 EK1 | 
432 — 28 | 8 3 | 9 | 1 2 


| 
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図 1 レ 血清 反応 陽性 者 分 布 図 CNo. 1 168. No.124 一 138 低 意 ) 


開 に は , その 発生 の 程度 に 応じ る WIEL すなわち 
不 顕 性 感染 が 存在 する こと を 示唆 し て いる . この こと 
は 財 和 30 年 代 に 福島 県 下 の L. ict. h. 感染 で 木根 
SE ddp Lo また 昭和 36 年 島根 県 大 原 格 で 水害 後 流 
行 の 形 で 発生 し た L. hebd. 感染 の 場合 16 ぅ 隣接 地 
の 健康 任 民 が 105 名 中 7 名 (1000 倍 以上 は 4 名 ) 同 レ 
に 対し 陽性 血清 反応 を 示し た こと も 参考 に な る . し か 
し この 二 つ の 事例 は 単独 の レ に よる 場合 で あり , WA 
の 場合 ほ は 各種 の レ の 分 布 が その まま の 形 で 「 無 症 」 iF 
で も 表現 され て いる と いう 意味 で , 不 顕 性 感染 成立 に 
関す る 論拠 を 更に 強め た も の と いえ る ・ 

以上 の 考察 に よ っ て 血清 反応 陽性 者 を 過去 20 余 年 間 
に 発生 し た レ 病 思 者 ある い は 不 顕 性 感染 者 と 人 玲 定 し , 


レ の 種類 別に その 地理 的 分 布 を みた も の は 図 1 で ある . 


この ほか 了 臨床 決定 の ワイ ル 氏 病 CL. ict. h. 感染 ) 
が 1 例 あ り , 南高来 孝三 山村 に 記入 すべ き と 考 える ・ 
先ず 最も 頻度 が 高い L. hebd. RATHAD, 15 
ti p 8 例 が 高 来 町 か ら 礎 山村 に か け て の 有明 海 の 最 も 
ORO. うち 8 例 は 高 来 町 と 諫早 市 の 
境界 除 近 に 集中 し て いる 。 こ の 5 例 の 抗体 価 は 640 倍 
24 32018 1 例 , 160 倍 2 例 で , oM 5T 
度 ぉ 高い 、 こ の よう な 集中 傾向 は それ ぞ れ 2 例 ず つ で 
は ある が , L. aust. 感染 に つい て の 高 来 町 湯江 と 如 
妻 町 で みみ られ る 。 こ れ ら 以外 の 例 は いわ ゆる 散発 で , 


地域 と し て も る 病原体 別 で も 特に 成績 に 意 業 を 写 え る こ 
jr ce EL. 

WD Ag cox ster 369, MMSE] 
c, E cR sR x 8.425 6 dS 5 Tc. 近隣 の 各地 で 
も し この よう な 他 疾 患 や 健康 者 を 含め て 血清 疫学 的 の 
研究 が 行なわ れ て いれ ば , 著者 の この 成績 と 比較 し て 
果して これ が 諫早 市 を 中 心 と する 特色 ある 所 見 か 合 か 
の 点 を 論じ 得る わけ で ある が , 残念 な こと に は , Mit 
の 油 査 は 佐賀 県 下 17) や 天草 地方 232 の も の を も 含め て 
すべ て し 病 思 者 中 心 に 行 な た われ て いて , 不 顕 性 感染 の 
洋 伏 と いう 問題 に 対処 し 得る ある も る の で は な い . た だ , 本 
地 告 の 予報 に 該当 する 表 木 以下 の 発表 ジ 5 の うち , EH 
中 下 の 血 消 70 件 は 主として 国立 始 野 病院 入院 や 外 米 過 
導 か ら 特 に レ 病 症状 に 限定 を 思 か ず に 集め た ぉ の な の 
で 本 報告 の 比較 に 供し 得る . 70 例 中 L. hebd. e L 
aust. に 80 倍 陽性 の も の が 各 1 例 あ っ た が , 当時 他 の 
疾 吊 で 入院 また 外来 中 の も の で , 既往 の 容 直 は 不明 で 
あっ た .。 この 2 例 を 不 顕 性 感染 と し て 取扱 えば 技 谷 
ER 2.9 あ と な る . 

レ 病 は 人 湿 共 通 の 疾 中 の 一 つ で ある の で , この 意味 
か ら 県 下 に お ける 本 病 分 布 の 参考 に な る の は 吉田 中 
田山 根 24) に よる 長崎 お よび 諫早 地区 に お ける 家 落 
の レ 抗 体 保有 状況 調査 で ある ( 表 4). その 他 お よび 
不明 と 記し た も の 98 例 中 8 MIEST (O 5 例 中 午 
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1175: L. hebd. 陽性 ). 陽性 例 9 例 を 含む 90 例 の 生 
産地 が 不明 で ある こと は 残念 で ある が , 今回 の 著者 の 
調査 地域 , 諫早 市 と 南北 高 来 郡 に 限定 し て 成績 を みる 
こと, REAT 97 頭 中 8 頭 が 抗体 100 倍 以上 , 抗体 別 


要 


長崎 県 波佐見 地方 は 長く レプ トス ピラ 病 の 主要 な 発 
生地 と し て 知ら れ て いた 。 し か る に この 2, 30 年 間 に 
事情 が 大 い に 変 り , この 臨床 お よび 血清 疫学 的 研究 に 
RoT 評 早 市 を 中 心 に 有明 深 の 最 奥 部 に 臨む 沿 涯 地 
常に , 淡 佐 見 地方 以上 の 密度 に 本 病 が 分 布 し て いる こ 
こ が 推 知 さ れ た . 発熱 , 黄 炉 と 特異 な 眼 後遺 症 ( い ず 
れ か を 鉄 ぐ も の も 含め て ) の 既往 礎 が ある も の 66 例 の 
2 ち , 6 種 の 標準 レア トス ピラ 培養 に つい て の 弟 集 深 


内 反 応 が 80 倍 以上 陽性 な も の が 16 例 (24.325) あっ た . 


内 訳す れ ば L. hebdomadis に 対す る も の 8 例 。 L. 
australis A5 例 , L. autumnalis 2140, L. ictero- 


F A 


と し て L. ict. h., L. hebd. 各 2 頭 , L .pyr. 1 頭 
で ある こと は 信 体 に つい て の 成績 と 一 脈 相 通 じ る と こ 
^id 25. 


$ J 


haemorrhagiae と L. pyrogenes 各 1 例 で あっ た 。 

一 方 , 他 病 患者 と 健康 者 303 例 の 検査 で は 15 例 (5.0 
46) が 血清 反応 陽性 を 示し た . ZOWA L. 
hebdomadis 7 fj, L. autumnalis 3 例 , L.australis 
A と L. pyrogenes $$ 2 (hj, L. icterohaemorrhagiae 
1 例 で , その 成績 は 上 記 「 有 症 」 群 に ょ く 似 て いる と 
いえ よう .。 この 類似 性 と , WEO L. hebdomadis 陽 
仁 例 が 地理 的 分 布 上 密接 な 関係 を 示し て いる こと を 考 
慮 に 入れ て , 後者 すなわち 「 無 症 群 で の 血清 反応 陽 
PEDI, ある 時 期 に お いて いずれ か の レ に より 不 顕 性 
感染 を 起 し た も の と 考察 し た . 


答 を 終る に 当り , 終始 御 超 位 な 旨 指導 と 御 校 関 を 葛 っ た 恩人 青木 義 教授 に 深 基 の 語音 を 控 げ を オ ァ 
EOC, MARIE TH To RERBA DO ECER UIE TUR Hc n 
X OORNECLOE, ま た, FRONSTE bhr ERRARE RESER I OIER 
VETE (80059 TR T- PSPÉEBBH OO 75 A LELETET. 
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